
 

◆科学的データを基礎とする計画・事業

・ 自然環境、草原維持管理状況等に関する十分

な事前調査を行い、事業を計画 

・ 目標設定の前提として、保全を優先すべき草

原や緊急性の高い地域を明確化 

・ 事業着手後もモニタリング・評価を継続し、

事業見直しや技術的向上等にフィードバック

基 本 的 な 考 え 方 長 期 的 な 目 標 基  本  命  題 背        景 

資料３ 阿蘇における自然再生の考え方（案） 

◆情報の公開・共有と発信 

・ 阿蘇の草原及び計画・事業に関するあらゆる

情報を評価や検討の経過を含めて公開し、関

係者が共有 

・ 草原の現状と地域農業への理解、事業への合

意形成や事業参加を促進するため、積極的に

情報発信 

◆多様な主体の参画と連携・協働 

・ 牧野組合など農業関係者による事業遂行 

・ 住民・商工観光業者など地域の人々、下流域

住民・観光客など地域外の人々の参加・協力

や研究者、専門家の協力を促進 

・ 関係省庁・自治体・NPO等の連携・協働による

総合的な取り組み 

◆草原保全・利活用に関する新方策の創出

・ 生物多様性維持に適した管理や作業負担軽減

のための技術手法の研究開発・普及 

・ 環境教育、体験型観光と連携した広範囲の

人々による維持管理活動支援システムづくり

・ 草の循環型利用や流通のしくみづくり 

自然環境の保全・再生 

● 広大な草原景観の保全・修復と多様な草原タ

イプの維持 

● 地域ごとの特性に応じた保全・再生の多面的

取り組み 

● 残されている生態系を壊すことなく、調査デ

ータに基づき、ていねいな手順・方法で回復

地域づくりへの貢献 

● 地域生活の基盤であった草原の再生を通じて

地域文化の見直しや誇りの高揚へつなげる 

● 観光・環境教育との連携や新産業の育成など

により、地域経済の活性化に貢献 

● 循環型社会の構築をめざした総合的な取り組

みによる地域イメージの向上 

農業・畜産業との両立 

● 草原は生産活動のための資源でもあり、農

業・畜産業との両立は不可欠 

● 持続的管理には経済行為としての側面が不可

欠であり、農業・畜産業の振興を通じて草原

の産業的利用の維持・回復を図る 

国民的価値の高い 

二次的自然の保全・再生 

地域に根ざした 

持続性のある草原維持管理の

しくみの創出 

農業形態・生活様式の変化、畜産業の低迷

などにより草原の維持管理が困難になり、

草原の荒廃・喪失が進む 

草原保全へ向けて、これまでにも様々な取

り組みが始まっている 

阿蘇における自然再生 

＝阿蘇草原再生 

 

全

国

的

な
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き

「生物多様性国家戦略」で示された３つの危機

(2002年)

1．開発等がもたらす種の減少、生態系の破壊等

2．自然に対する働きかけが縮小することによる里

地里山等の環境変化、種の減少 

3．移入種等による生態系のかく乱 

自然再生とは？  多くの人々の参加のもと 

過去に損なわれた自然環境の 

○保全 ［良好な自然環境を積極的に維持する］ 

○再生 ［損なわれた自然環境を取り戻す］ 
○創出 ［自然環境がほとんど失われた地域 

の自然生態系を取り戻す］ 

自然再生推進法の制定・施行 (2003年) 

○維持管理 
［再生された自

然環境の監視、長

期間維持するた

めの管理］ 

長い年月人手が加わることによって維持

されてきた阿蘇の草原には、 

二次的自然特有の価値がある 


